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 謹んで新年の御慶びを申上げます。 

 新しい歳を迎え、今年も畜産は更に飛躍をとげた

いと念願したしております。昨年 11 月の臨時国会に

おきまして、畜産関係の四法案が成立いたしました

が、これによりまして家畜及び畜産物の消費流通に

一段と明るい見通しがついて来ましたことは、洵に

慶ばしいことであると考えるのであります。 

 特に畜産物の価格安定に関する法律は、畜産農家

の生産物の販売が安定することにもなりますので、

構造改善事業と相俟って、計画的に集団飼育が可能

になって来たわけでありまして、今後の畜産の発展

のためにご同慶に堪えません。 

 又家畜改良増殖法の一部が改正されまして、新し

く各県別に有畜農家育成基準が示されまして、所謂

畜産による自立経営農家の育成が行なわれるように

なり、この基準に基づいて農業近代化資金等も活用

されることになりましたが、これ又自立経営農家の

確立という点で、将来の畜産の発展のために大いに

役立つものと考えられるのであります。 

 一方昨年より建設中でありました、県営食肉市場

も本年は完成いたしますので、肉畜の出荷も有利に

なって来るものと考えられます。従って肥育事業に

なり、養豚振興には更に力を入れて行きたいと考え

ているのであります。昨年導入いたしましたランド

レースも本年は繁殖を始めますので、これを基礎に

肉豚の増殖にも力を入れて行きたいと思います。こ

のために新しく県営の養豚試験場も新設する計画で

ありまして、従来最もおくれております養豚部面に

新しい技術を導入し、将来の養豚に対処したいと思

います。 

 更に末端指導面の強化、消費流通の円滑化を図る

ために、畜産組織の強化を行いたいと考えておりま

す。 

 飼料自給の強化のため、牧野改良も重点的にとり

あげ、大規模草地と集約牧野の改良面積を大幅に拡

げると共に、水田裏作に牧草を導入し、大型乾燥機

による乾草の製造に力を入れ、牧草の商品化をも考

えたいと思っております。 

 又一面酪農大学校をはじめ、各試験場の施設を活

用して、大いに技術者、経営者の養成に努め、安定

した経営ができるようにいたしたいと思います。 

 酪農部面では、従来の集約酪農地区の計画を大幅

に変更すると共に、期間の延長をいたしまして、更

に一段と飛躍させたいと計画いたしております。 

 衛生対策としましては、従来の防疫の他、集団化

に伴う衛生対策に力を入れ、新しい病気に対しても

万全の手を打ちたいと考えております。 

 この様にしまして、本県の畜産を更に大きく伸ば

したいと考えておりますので、皆様方の御協力をお

願いいたしたいと思います。 

 


